
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る

附
帯
決
議

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
の
基
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
生
物
テ
ロ
に
よ
る
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
防
止

す
る
対
策
を
含
め
、
総
合
的
な
感
染
症
予
防
対
策
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
策
定
に
向
け
、
速
や
か
に
検
討
を
行
い
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
都
道
府
県
の
予
防
計
画
に
つ
い
て
、
基
本
指
針
に
即
し
て
速
や
か
に
策
定

さ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
に
対
し
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

二
、
結
核
対
策
に
つ
い
て
は
、
結
核
予
防
法
が
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大
き
さ
と
未
だ
に
結
核
が
主
要
な
感
染
症
で
あ
る
現
実

と
を
踏
ま
え
、
結
核
予
防
法
廃
止
後
に
お
い
て
も
結
核
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
特
に
、
最
近
の
結
核
の
発
生
動

向
に
か
ん
が
み
、
発
病
し
や
す
い
高
齢
者
等
及
び
感
染
を
受
け
や
す
い
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
対
策
の
強
化
に
努
め
る
こ

と
。



三
、
地
域
に
お
け
る
結
核
対
策
の
中
核
機
関
で
あ
る
保
健
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
が
十
分
果
た
せ
る
よ
う
体
制
の
強
化
に

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
結
核
患
者
の
治
療
成
功
率
の
向
上
に
向
け
て
、
医
師
等
に
対
す
る
結
核
の
標
準
治
療
法
の
一
層
の
周

知
や
研
修
に
取
り
組
む
こ
と
。

四
、
感
染
症
診
査
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
結
核
が
そ
の
診
査
対
象
に
な
る
こ
と
及
び
感
染
症
患
者
の
人
権
を
一
層
尊
重
す
る
た

め
に
同
協
議
会
の
役
割
が
増
大
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
各
地
域
に
お
い
て
同
協
議
会
が
十
分
な
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と
。

五
、
慢
性
の
感
染
症
に
係
る
医
師
の
届
出
に
関
す
る
省
令
の
策
定
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
に
対
す
る
差
別
、
偏
見
に

つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
人
権
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
。
ま
た
、
収
集
さ
れ
た
感
染
症
情
報
が
患
者
の
治
療
等
に
真
に

役
立
つ
よ
う
、
実
態
を
適
切
に
把
握
し
、
こ
れ
を
感
染
症
施
策
の
展
開
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防

止
す
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

六
、
病
原
体
等
の
所
持
等
に
関
す
る
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
厳
重
な
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
取
扱
基
準
の
策
定
及
び
遵

守
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
万
が
一
に
も
漏
出
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。

七
、
病
原
体
等
の
管
理
基
準
等
に
関
す
る
政
省
令
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
、
検
査
機
関
、
研
究
機
関
等
の
実
態
に



留
意
し
、
遵
守
可
能
な
合
理
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
移
送
に
当
た
っ
て
の
届
出
等
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
業
務
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
な
窓
口
業
務
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

八
、
生
物
テ
ロ
の
発
生
や
災
害
等
に
よ
り
病
原
体
等
が
流
出
し
た
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
、
保
健

所
そ
の
他
の
関
係
機
関
が
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
そ
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
実
地
訓
練
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
。

九
、
感
染
症
に
関
す
る
研
究
を
推
進
し
、
一
類
感
染
症
等
の
国
内
発
生
や
生
物
テ
ロ
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
る
た
め
、
周
辺
へ

の
安
全
配
慮
の
下
、
Ｐ
４
施
設
を
確
保
し
、
稼
働
さ
せ
る
こ
と
。

十
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
、
国
と
地
方
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
訓
練
を
実

施
す
る
な
ど
国
内
に
お
け
る
初
動
態
勢
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
流
行
の
拡
大
に
備
え
、
医
療
機
関
等
で
使
用
す

る
マ
ス
ク
や
消
毒
薬
等
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
各
国
と
緊
密
な
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
分
野
に
お
け

る
支
援
を
含
め
協
力
関
係
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
。

十
一
、
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
、
新
薬
等
の
研
究
・
開
発
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
支
援
の
強
化
を
図
り
、
そ
の
一
層
の
促
進
に



努
め
る
こ
と
。
特
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
緊
急
性
に
か
ん
が
み
、
早
急
な
開
発
・
製
造

を
可
能
と
す
る
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

十
二
、
感
染
症
は
過
去
の
疾
病
で
は
な
く
、
日
常
的
な
疾
病
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
者
に
対
し

定
期
的
に
研
修
を
実
施
し
、
診
断
、
治
療
、
感
染
予
防
等
の
知
識
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
指
定
医
療
機
関
に
お
け
る

感
染
症
専
門
医
等
の
確
保
な
ど
医
療
機
関
の
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
感
染
症
専
門
医
、
研
究
者
の
養
成
の
た
め
、

海
外
へ
の
派
遣
研
修
な
ど
の
事
業
を
更
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
際
に
必
要
な
財
政
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

十
三
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
へ
の
感
染
症
患
者
等
の
搬
送
に
つ
い
て
は
、
そ
の
体
制
を
更
に
整
備
す
る
た
め
、
必
要
な
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
。

十
四
、
院
内
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
心
か
つ
安
全
な
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
体
制

の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
等
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
疾
患
に
対
す
る
予
防
接
種
が
行
わ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

十
五
、
肝
炎
対
策
に
つ
い
て
は
、
検
査
体
制
の
強
化
、
診
療
体
制
の
整
備
、
有
効
性
の
高
い
治
療
法
の
確
保
方
策
、
研
究
開
発



の
推
進
、
普
及
啓
発
・
相
談
指
導
等
、
総
合
的
な
対
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

十
六
、
感
染
症
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
、
国
民
に
対
し
、
感
染
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及

及
び
啓
発
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
特
に
、
性
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
に
対
し
、
そ
の
予
防
教
育
を
含
め
た
正
し
い
知

識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と
。

十
七
、
地
球
規
模
化
す
る
感
染
症
問
題
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
事
例
の
収
集
、
分
析
等
を
踏
ま
え
、
新
感
染
症
等
へ
の
速
や
か

な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
研
究
機
関
の
体
制
整
備
等
を
図
る
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る
患
者
情
報
の
把
握
及
び
発
生
源

、

、

。

対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み

Ｗ
Ｈ
Ｏ

二
国
間
協
議
等
を
通
じ
た
国
際
医
療
協
力
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と

右
決
議
す
る
。


